
流域管理に関する研究等

議 前j 天 出 ，=コ
同]

{口

l.研究の概要

水系は治水，利水，環境各システムを総合した管理がなされる必要があり，また流域の変貌に

対応した対策が要求される o1950年代後半からの驚異的な経済成長は人口，産業の都市への集中，

水と土地利用の高度利用化に拍車をかけ，結果として水系管理秩序の再編成を迫ることとなった。

森林， iiiJ )11に対する社会的要求も多様化しており，水系一貫した総合的水系管理計画樹立のため，

人文，社会科学的分野からの検討，さらに技術論的立場からの研究が社会的に要請されている O

都市河川流域に象徴的な新しいタイプの水災，崩災等の災害の現tIl，湖水，河川等公共用水域

の水質汚濁の問題等いずれも早急に解:決されねばならない重要課題であり，水の輪送体系，質の

制御システムを含む見直しが必要である D また急増する用水量の充足，洪水ffiiJ街iを呂的として水

源地に多目的ダムの建設がなされてきたが，ダムのj:jt砂，濁水の長期化，貯水池の富栄養化現象

等治水利水機能を損なう現象が発生している O これら諸問題を解決するため，水利用と排水問題，

土砂の生産と流出機構にi認する基礎的研究が必要である O またこれらの問題点については海外で

の研究も活発であり，学術交流を深める中でわが国土に適した独自の解決方策を見出すことが重

要と考えている O 以下に1978年以降取り組んできた課題について列記する O

( 1 ) 土砂の生産及び流出機構に関する研究

土砂の生産及び流出機構の変化は流域に大きな環境変化を及ぼす。一般に土砂生産と流出は不

連続であり山腹， {可道の貯留効果が対象iiiJ)11 の土砂流出特性を支配するともいえる O 地7f~，地質，

植生，降雨条件等の諸国子が関係する土砂の生産・流出機構の解明を砕石平若干河川を中心として研

究をすすめてきた。土砂生産に関しては風化と密接に関係する水質を因子としてとり上げ崩壊と

の関係及び崩壊，地とり等のパターン分けが可能であることを吉野川流域の例で示した。土砂流

出に関してはダムの日平均流量と堆砂量の関係から土砂流出予iJ!1Jが可能で、あること，さらに規模

の大きい出水について河道の貯留効果の果す役割を実証的に明らかにするとともに貯留効果と地

形，河道施設との係りについて研究を進めてきた。

( 2 ) 下水の再利用に隠する研究

公共用水域の富栄養化の進行には都市排水が一因を占めているが一方で毎日一定した大量の排

水は水資源として再利用の可能性が残されている O 土壌のリビングフィルターを通して自然浄化

する陸地還元処理方式についての可能性を検討する基礎的研究を行なった。

( 3 ) ダム貯水池の濁水の長期化現象に関する研究

濁水の長期化現象を支配する因子の一つである濁度物質は地質，地形と密接な関係にあり，濁

度物質の理化学性等多角的分析を行なうことにより流域の風化状況，沈降の難易度の推定を行い，

ダム築造の際のアセスメントが行えるのでないかとの視点に立っている O
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( 4 ) 水系管理システムからみた霞ヶ浦の浄化対策に関する研究

霞ヶj甫は単なる閉鎖性水域としてとらえるのでなく利根川水系における治水，手IJ水，環境シス

テムの中でとり上げ これらを総合した水系管理システムを考え霞ヶ浦の有効利用と併行した浄

化対策を考産すべきであると考える O すでに利棋)11，荒川，さらに導水計画により那珂川とも流

況調整が行なわれることになっているが，流域開発による下利根の治水の安全度の低下，都市用

水不足に備えて霞ヶ浦の役割は大きく，また景観，水環境面で持つ大きな機能を生かさねばなら

なし'0水系管理の視点から技術論的に霞ヶ浦対策に関する研究をすすめている。
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